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(57)【要約】
【課題】本発明は、被検体、特に生体の状態を調べる医
用機器に関し、超音波診断装置と心電計とを１つの筐体
内に備え、しかも操作性の高い医用機器を提供する。
【解決手段】超音波診断装置と心電計との双方を１つの
筐体２００内に備え、その筐体２００は、高さの異なる
位置に配備された複数の操作パネル２００，２３０を備
え、超音波診断装置専用の操作子２３１は高さの低い位
置に備えられた操作パネル２２０に配備されてなるとと
もに、心電計専用の操作子２３１は高さの高い位置に備
えられた操作パネル２３０に配備されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体にあてがわれ該被検体内に超音波
を送波して該被検体内で反射して戻ってきた超音波を受
信する超音波ヘッドを先端に備えた超音波プローブが接
続され、該超音波ヘッドによる超音波受信により得られ
た超音波受信信号に基づいて超音波診断画像を生成する
超音波診断装置と、
被検体に取り付けられて心電信号をピックアップする心
電電極を先端に備えた誘電コードが接続され、該心電電
極によりピックアップされた心電信号に基づいて心電図
を生成する心電計との双方を１つの筐体に備え、
前記筐体は、高さの異なる位置に配備された複数の操作
パネルを備え、
前記超音波診断装置専用の操作子は前記複数の操作パネ
ルのうちの高さの低い位置に備えられた第１の操作パネ
ルに配備されてなるとともに、前記心電計専用の操作子
は前記複数の操作パネルのうちの高さの高い位置に備え
られた第２の操作パネルに配備されてなることを特徴と
する医用機器。
【請求項２】  前記筐体は、該筐体前面に、下をヒンジ
にして上が開く構造の開閉自在な第１のパネル板を備え
た略直方体形状のものであり、該第１のパネル板を開い
た状態における該第１のパネル板上面に前記第１の操作
パネルが配備されるとともに、該筐体上面に前記第２の
操作パネルが配備されてなるものであることを特徴とす
る請求項１記載の医用機器。
【請求項３】  前記筐体上面を開閉自在に覆う、後部を
ヒンジにして前側が上に開く構造の第２のパネル板を備
え、該第２のパネル板を閉じた状態における該第２パネ
ル板下面に、前記超音波診断装置と前記心電計とで共用
され、前記超音波診断装置で生成された超音波診断画像
と前記心電計で生成された心電図との双方が表示される
液晶表示画面が配備されてなることを特徴とする請求項
１又は２記載の医用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、被検体、特に生体
の内部の状態を調べる医用機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、生体内部の状態を調べて病気
の診断に役立つ様々な情報を得る、様々な医用機器が開
発され利用されている。
【０００３】例えば、生体内の状態を超音波で調べて生
体内の画像を表示する超音波診断装置が知られている。
【０００４】また、生体に心電電極を取り付け心電信号
をピックアップして心電図を記録する心電計が知られて
いる。
【０００５】これらの超音波診断装置および心電計は生
体内の状態を調べる医用機器の代表的なものであり、人
間ドック等の健康管理の分野および治療を目的とする医

2
療の分野で広く使われている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】これらの超音波診断装
置と心電計は、その測定原理が全く異なるために、同じ
分野で使われているにもかかわらず、従来全く別々の医
用機器として構成され別々に供給されており、双方を買
い揃えるための費用が嵩み、大きな設置スペースを必要
とし、取扱い方にも統一性がないなど、様々な不都合な
点が存在している。
【０００７】これを解決するにあたり、超音波診断装置
と心電計とを１つの筐体内に搭載し共用できる部分につ
いて共用化を図ることが考えられる。
【０００８】しかしながら、その場合であっても、それ
ら２台分の多数の操作子が必要となるなど、複雑な医用
機器となってしまい、操作性が低下し、使いにくくなっ
てしまうことが懸念される。
【０００９】本発明は、上記事情に鑑み、超音波診断装
置と心電計とを１つの筐体内に備え、しかも操作性の高
い医用機器を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の医用機器は、被検体にあてがわれ被検体内に超音波
を送波して該被検体内で反射して戻ってきた超音波を受
信する超音波ヘッドを先端に備えた超音波プローブが接
続され、その超音波ヘッドによる超音波受信により得ら
れた超音波受信信号に基づいて超音波診断画像を生成す
る超音波診断装置と、被検体に取り付けられて心電信号
をピックアップする心電電極を先端に備えた誘電コード
が接続され、その心電電極によりピックアップされた心
電信号に基づいて心電図を生成する心電計との双方を１
つの筐体に備え、上記筐体は、高さの異なる位置に配備
された複数の操作パネルを備え、超音波診断装置専用の
操作子は上記複数の操作パネルのうちの高さの低い位置
に備えられた第１の操作パネルに配備されてなるととも
に、心電計専用の操作子は上記複数の操作パネルのうち
の高さの高い位置に備えられた第２の操作パネルに配備
されてなることを特徴とする。
【００１１】本発明の医用機器は、超音波診断装置専用
の操作子が配備された操作パネルと心電計専用の操作子
が配備された操作パネルとに分かれているため、先ずは
この点から、超音波診断装置と心電計を１つの筐体内に
備えたことによる操作性の低下が防止される。
【００１２】また、本発明の医用機器では、超音波診断
装置専用の操作子が配備された操作パネルは低い位置に
配備され、心電計専用の操作子が配備された操作パネル
には高い位置に配備されている。これは、実際の医療現
場において、超音波診断装置は椅子に腰掛けて操作され
ることが多く、一方心電計は立った姿勢のまま操作され
ることが多いという点を考慮したものであり、この操作
パネルのレイアウトにより操作性が向上し、使いやすい
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医用機器となる。
【００１３】ここで、上記本発明の医用機器のにおい
て、上記筐体は、その筐体前面に、下をヒンジにして上
が開く構造の開閉自在な第１のパネル板を備えた略直方
体形状のものであり、その第１のパネル板を開いた状態
におけるその第１のパネル板上面に上記第１の操作パネ
ルが配備されるとともに、その筐体上面に上記第２の操
作パネルが配備されてなるものであってもよい。
【００１４】また、上記本発明の医用機器において、上
記筐体上面を開閉自在に覆う、後部をヒンジにして前側
が上に開く構造の第２のパネル板を備え、その第２のパ
ネル板を閉じた状態におけるその第２のパネル板下面
に、超音波診断装置と心電計とで共用され、超音波診断
装置で生成された超音波診断画像と心電計で生成された
心電図との双方が表示される液晶表示画面が配備されて
なることが好ましい。
【００１５】このように、パネル板に操作パネルや液晶
表示画面を配備し、この医用機器を使用しないときはパ
ネル板を閉じておくことができるようにすることによ
り、この医用機器を一層コンパクトに構成することがで
きる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
説明する。
【００１７】図１は、本発明の医用機器の一実施形態を
示す斜め前方から見たときの外観斜視図である。また図
２は、図１に示す医用機器を斜め後方から見て示す外観
斜視図である。
【００１８】この医用機器１００には、１つの筐体２０
０内に、超音波診断装置と心電計との双方が備えられて
おり、机の上に置かれたり、専用のトロリーに取り付け
られて使用される。
【００１９】この医用機器１００は、図２に示すよう
な、先端に超音波ヘッド５１０、後端にプローブコネク
タ５２０を備え、それらの間がケーブル５３０で接続さ
れた超音波プローブ５００を有し、この医用機器１００
を超音波診断装置として使用するときは、プローブコネ
クタ５２０を図２に示すように筐体２００に取り付けて
超音波ヘッド５１０を被検体にあてがい、その超音波ヘ
ッド５１０から被検体内に超音波を走波し被検体内で反
射して戻ってきた超音波をその超音波ヘッド５１０で受
信してその受信信号を筐体内の超音波診断装置本体に送
る。その超音波診断装置本体では、その送られてきた受
信信号に基づいて、超音波診断画像が生成される。
【００２０】図２には、超音波ヘッド５１０がプローブ
ホルダ３１０に収容された状態が示されている。超音波
ヘッド５１０とプローブコネクタ５２０とをつなぐケー
ブル５３０は、取り扱いの便のために、図２に示すよう
にケーブルハンガー３３０に取り付けられる。
【００２１】プルーブホルダ３１０には、超音波ヘッド
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５１０の被検体への密着性向上と超音波の被検体への伝
達性向上のためのエコーゼリーが入った容器３２０も取
り付けられている。
【００２２】また、この医用機器１００は、図１に示す
ような、先端に心電電極４１０を備えた誘電コード４０
０を有する。この誘電コード４００は、後端に図示しな
い誘導コネクタを備えており、その誘導コネクタが図２
に示す誘導コネクタ部２５０に装着されている。
【００２３】この医用機器１００を心電計として使用す
るときは、心電電極４１０を被検体に取り付け、その心
電電極４１０で心電信号をピックアップする。そのピッ
クアップされた心電信号は、筐体２００内の心電計本体
に伝えられ、その心電計本体では、その伝達されてきた
心電信号に基づいて心電図が生成される。
【００２４】この筐体２００は、略直方体形状を有し、
その前方には、パネル板２１０を備えている。このパネ
ル板２１０は、下側にヒンジ２１１を備え、上側が矢印
Ａに沿って開く構造の開閉自在なパネル板であり、この
パネル板２１０には、そのパネル板２１０を開いた状態
におけるそのパネル板２１０の上面に、操作パネル２２
０が配備されている。この操作パネル２２０には、超音
波診断装置専用の操作子群２２１と、テンキーやファン
クションキー等からなる、超音波診断装置と心電計との
双方に共用される操作子群２２２が配備されている。
【００２５】また、筐体２００の上面にはもう１つの操
作パネル２３０が配備されており、この操作パネル２３
０には、心電計専用の操作子群２３１が備えられてい
る。
【００２６】超音波診断装置を使用するときは、操作者
は椅子に腰掛けた状態でその超音波診断装置を操作する
ことが多く、心電計として使用するときは、操作者は、
立った姿勢で心電計を操作することが多い。この医用機
器１００は、超音波診断装置専用の操作子群２２１を下
段の操作パネル２２０に配備し、心電計専用の操作子群
２３１を上段の操作パネル２３０に配備しているため、
実際の操作の状況に適合した取り扱い易い機器となって
いる。超音波診断装置と心電計とで共用される操作子群
２２２は、実際の測定の際に操作されることは少なく、
その多くは初期設定的なものであり、本実施形態では下
段の操作パネル２２０に配備されているが、上段の操作
パネル２３０に配備されていてもよい。
【００２７】また、この筐体２００の左側にはサーマル
プリンタ２４０が配備されている。このサーマルプリン
タ２４０は、超音波診断装置と心電計とで共用され、こ
のサーマルプリンタでは、超音波診断装置で生成された
超音波診断画像と心電計で生成された心電図との双方が
記録される。
【００２８】また、この医用機器１００の筐体２００の
上面には、その上面を開閉自在に覆うもう１つのパネル
板２６０が備えられている。このパネル板２６０は、そ
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の後部にヒンジ２６１を備えており、前側が矢印Ｂに沿
って開く構造を有する。このパネル板２６０には、この
パネル板２６０を閉じた状態におけるこのパネル板２６
０の下面に、液晶表示画面２７０が備えられている。こ
の液晶表示画面２７０は、超音波診断装置と心電計とで
共用され、この液晶表示画面２７０には、超音波診断装
置で生成された超音波診断画像と心電計で生成された心
電図との双方が表示される。
【００２９】また、この筐体内には、超音波診断装置で
生成された超音波診断画像と心電計で生成された心電図
を時間的な対応をとりながら統合して、その統合された
画像を液晶表示画面２７０上に表示するための回路も搭
載されている。
【００３０】図３は、図１，図２に外観を示す医用機器
１００の機能ブロック図である。
【００３１】筐体２００の内部にある送受信回路６１０
から超音波プローブ５００に向けて超音波送信用のパル
ス信号が送り込まれ、超音波プローブ５００は、その先
端の超音波ヘッド５１０（図２参照）から被検体内に向
けて超音波を送波する。被検体内で反射して戻ってきた
超音波は、超音波ヘッドで受信されて超音波プローブ５
００から送受信回路６１０に伝達される。送受信回路６
１０では送られてきた受信信号が適切に増幅され、Ａ／
Ｄ変換器６２０によりディジタルの受信信号に変換さ
れ、画像処理部６３０において適切な画像処理が行なわ
れる。この画像処理により得られた画像信号は、表示デ
ータ編集部６４０により表示用に編集され、その表示デ
ータ編集部６４０により編集された画像が液晶表示画面
（ＬＣＤ）２７０に表示される。また、サーマルプリン
タ２４０で記録するにあたっては、画像処理部６３０で
得られた画像信号が記録データ編集部６８０に送られ記
録用に編集されてサーマルプリンタ２４０で記録され
る。
【００３２】また、心電誘導コード４００からは、その
先端の心電電極４１０（図１参照）でピックアップされ
た心電信号が心電アンプ６５０に伝えられて適切に増幅
され、Ａ／Ｄ変換器６６０によりディジタルの心電信号
に変換されて波形メモリ６７０に一旦格納される。この
波形メモリ６７０に一旦格納された心電信号は、液晶表
示画面（ＬＣＤ）２７０に表示するときは表示データ編
集部６４０に読み出されて表示用に編集され、その編集
により得られた心電図がＬＣＤ２７０に表示される。ま
た、波形メモリ６７０に一旦格納された心電信号は、サ
ーマルプリンタ２４０により記録するときは記録データ
編集部６８０に送られ、記録データ編集部６８０により
記録用に編集され、その編集により得られた心電図がサ
ーマルプリンタ２４０により記録される。
【００３３】また、超音波診断画像と心電図を１つの画
面上に表示あるいは記録するときは、波形メモリ６７０
から読み出された心電信号は、画像処理部６３０に送ら*
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*れ、この画像処理部６３０により超音波診断画像と心電
図とが統合された画像が生成される。この統合された画
像信号は、表示データ編集部６４０あるいは記録データ
編集部６８０を経て、ＬＣＤ２７０に表示され、あるい
はサーマルプリンタ２４０により記録される。
【００３４】図４は、ＬＣＤに表示された画面の一例を
示す図である。
【００３５】このＬＣＤ２７０の左側には超音波診断画
像の一種であるＢモード像２７１が表示されており、ま
たこのＬＣＤ２７０の右上部には、やはり超音波診断画
像の一種であるＭモード像２７２が表示されており、そ
の下部には、心電波形２７３が表示されている。ここ
で、Ｍモード像２７２および心電波形２７３は、時間軸
が一致しており、Ｍモード像２７２の時間的変化と心電
波形２７３の時間的変化を相互に対応づけて観察できる
ようになっている。このように、超音波診断画像と心電
図（心電波形）とを時間的に対応付けて表示することに
より、超音波診断画像と心電図との双方を見比べた総合
的な診断が容易となる。
【００３６】
【発明の効果】以上、説明したように、本発明によれ
ば、超音波診断装置と心電計との双方が搭載された、コ
ンパクトかつ操作性に優れた医用機器を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の医用機器の一実施形態を示す斜め前方
から見たときの外観斜視図である。
【図２】図１に示す医用機器を斜め後方から見て示す外
観斜視図である。
【図３】図１，図２に外観を示す医用機器の機能ブロッ
ク図である。
【図４】ＬＣＤに表示された画面の一例を示す図であ
る。
【符号の説明】
１００    医用機器
２００    筐体
２１０    パネル板
２１１    ヒンジ
２２０    操作パネル
２２１    操作子群
２２２    操作子群
２３０    操作パネル
２３１    操作子群
２４０    サーマルプリンタ
２５０    誘導コネクタ部
２６０    パネル板
２７０    液晶表示画面
２７１    Ｂモード像
２７２    Ｍモード像
２７３    心電波形
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３１０    プルーブホルダ
３２０    容器
３３０    ケーブルハンガー
４００    誘電コード
４１０    心電電極
５００    超音波プローブ
５１０    超音波ヘッド
５２０    プローブコネクタ
５３０    プローブホルダ *
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*６１０    送受信回路
６２０    Ａ／Ｄ変換器
６３０    画像処理部
６４０    表示データ編集部
６５０    心電アンプ
６６０    Ａ／Ｄ変換器
６７０    波形メモリ
６８０    記録データ編集部

【図１】 【図２】

【図３】
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